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（以下、SAFE「基準の枠組み」における貨物申告関連部分の抜粋（仮訳）） 

 

３. ピラー１ 税関相互の協力 

 

３.１. 税関間の基準 

 

３.２. 基準実施にかかる技術的事項 

 

基準１－統合されたサプライチェーン管理 

 

統合されたサプライチェーン管理に関するＷＣＯ税関ガイドライン（ISCM ガイ

ドライン）に概説されているように、税関当局は、統合された税関管理手続に従う

べき。 

 １.１. 範囲 

 

 １.２. 一般管理手法 

 

１.３. データ提出 

 

１.３.１ 輸出物品申告 

 

輸出者又はその代理人は、電子的な事前輸出物品申告書を、貨物が輸出に使用

される運送手段又はコンテナーに積み込まれる前に輸出地税関に提出しなけれ

ばならない。税関は、セキュリティ目的で、事前輸出物品申告として、別紙に掲

げられている以上のものを要求すべきではない。 

 

輸出者は、運送人に対し、事前輸出物品申告書を税関に提出したことを、文書

で、できれば電子的に確認しなければならない。輸出物品申告書が不完全な又は

簡易な申告の場合、国内法で規定される事後の段階で、その他の目的、例えば貿

易統計収集で、追加的な申告が行われなければならない場合もある。 

 

１.３.２ 輸入物品申告 

 

輸入者又はその代理人は、電子的な事前輸入物品申告を、運送手段が最初の税

関官署に到着する前に輸入地税関に提出しなければならない。税関は、セキュリ

ティ目的で、別紙に掲げられている以上のものを要求すべきではない。輸入物品

申告が不完全な又は簡易な申告の場合、国内法で規定される事後の段階で、その

他の目的、例えば徴税計算又は貿易統計収集で、追加的な申告が行われなければ

ならない場合もある。認定された貿易サプライチェーン（１．４．２参照）は、

輸出と輸入の情報の流れを、関係税関当局間で共有される輸出入双方を目的とし

た単一の申告に統合する可能性を提供する。 

 

 



 

 

 2

 １.３.３ 貨物申告 

 

運送人又はその代理人は、電子的な事前貨物申告を輸出地及び／又は輸入地の

税関に提出しなければならない。海上コンテナー貨物についての電子的な事前貨

物申告は貨物／コンテナーが船舶に積み込まれる前に提出されるべきである。そ

の他の全ての運送手段と貨物については、運送手段が輸出地及び／又は輸入地の

税関官署に到着する前に提出されるべきである。セキュリティ目的として、税関

は別紙に掲げられているもの以上のものを要求すべきではない。 

事前貨物申告の提出に続き、国内法で規定される追加的な貨物申告が行われな

ければならない場合がある。 

  

１.３.４ 積付計画書 

     

税関当局は、船舶オペレーター又は運送人に、運送手段が最初の税関官署に到

着する前に、電子データ交換システムを通じて事前積付計画書を輸入地税関へ提

出するよう要求することができる。コンテナーを輸送していない船舶は積付計画

書の提出を免除される。積付計画書は海上貨物にのみ適用されるので、事前積込

計画書は運送人が最後の外国の港を出港してから 48 時間以内に輸入地税関によ

り電子データ交換システムを通じて受信されなければならない。航海が 48 時間

以内であれば、積付計画書は最初の税関事務所に到着する前に提出されなければ

ならない。 

 

１.３.５ コンテナー状態メッセージ(ＣＳＭ) 

 

税関当局は、海上輸送について、ターミナルのコンテナーの動き及びコンテナ

ー状態の変化を報告するために、運送人にコンテナー状態メッセージ(ＣＳＭ)を

提出するよう要求できる。ＣＳＭは、空のコンテナーを含め、輸入地にある税関

官署に到着予定の全てのコンテナーについて、メッセージが運送人のシステムに

入力されてから２４時間以内に要求される。運送人は、自らが作成、収集し、電

子的な追跡システムに保持している場合を除き、ＣＳＭの作成、収集を要求され

ない。バルク及びブレークバルク貨物については、運行者はＣＳＭの提出を免除

される。 

 

１.３.６ 「船積禁止」、「船卸禁止」通知 

 

税関は、船積み又は船卸しができない貨物の場合には通知が発出されるシステ

ムを確立すべきである。その通知は、リスク評価のために必要なデータの提出後、

決められた時間内になされるべきである。 

 

１.３.７ タイムリミット 

 

物品申告及び貨物申告が輸出地又は輸入地の税関当局に提出されるべき正確

な時期は、様々な運送手段に適用される地理的状況、ビジネス手続を注意深く分
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析し、民間部門や関係する他の税関当局と協議した後、国内法によって規定され

るべきである。税関は輸送形態にかかわらず、ＡＥＯ事業者に対し簡易な手続き

を提供すべきである。しかしながら、最低限の一貫性を確保するため及び特別な

状況に影響されることがないよう、税関は事前申告の提出については以下よりも

早く要求すべきではない。 

 

海上 

－ コンテナー貨物：出港地における船積の 24 時間前 

－ バルク貨物／ブレークバルク貨物：仕向国の最初の港に到着（入港）

する 24 時間前 

航空 

－ 短距離：航空機の離陸時 

－ 長距離：仕向国の最初の空港に到着（入港）する 4時間前 

鉄道 

－ 仕向国の最初の通関地に到着する 2時間前 

道路 

－ 仕向国の最初の通関地に到着する 1時間前。 

 

１.３.８ ハイリスク貨物に係る情報交換 

 

統合された一連の税関による管理の環の一部として、サプライチェーンに密接

する税関当局は、リスク評価及び円滑な引取りを支援するために、とりわけハイ

リスク貨物に係る税関間におけるデータ交換を検討する。その電子伝達システム

においては、管理結果を含む輸出取引に係る通知や対応する到着通知の交換を含

み得る。 

 

国内法は、税関が自身の目的のために収集した情報を他国の税関当局に伝達可

能とする規定を含まなければならない。そうでない場合には、そのような規定が

策定され、施行されなければならない。税関情報の収集及び伝達に係る国内法制

定のためのガイドラインは、当該規定を策定するための基礎として使用され得る。

加えて、ヨハネスブルグ条約やモデル二国間協定といった既存のＷＣＯツールは、

ハイリスク貨物にかかる情報交換の論拠として用い得る。 

 

１.３.９ ＷＣＯデータモデル 

 

税関当局は、自身のＩＴシステムを、相互利用可能で、オープンスタンダード

を基本とすべきである。このために、税関は、輸出入手続を完了するための最大

限のデータセットを規定するＷＣＯデータモデルを利用すべきである。データモ

デルは、関連する貨物及び物品申告に対する電子メッセージのフォーマットも規

定している。ＷＣＯデータモデルは、セキュリティ目的の事前情報として要求さ

れ得るとして別紙に掲げられている全てのデータエレメントを含んでいる。 

 

１.３.１０ シングルウィンドウ 
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政府は、シングルウィンドウのコンセプトである国際貿易データの継ぎ目のな

い伝達を促進し、国内及び国際双方のレベルでのリスク情報交換のため、税関及

びその他の国際貿易に関わる政府機関間における協力取極めを策定すべきであ

る。これにより、貿易関係者は必要な情報を一元的な窓口となる当局（できれば

税関）に電子的に一度で提出することが可能になる。この観点から、税関は、例

えばインボイスや注文書のような商用文書を輸出入申告書として活用すること

などにより、国際的なサプライチェーンにおける商業手続と情報の流れの緊密な

統合を追求すべきである。 

 

１.３.１１ 協調国境管理 

 

同様に、政府は、国際貿易に関係する省庁間での協力取極めを策定すべきであ

る。また政府は、国境管理機能の調和を最大化するため、近隣国の国境管理当局

と協働すべきである。そのような協力取極めの実施により、国内及び国際協力、

調整、国際標準の採用といった国境管理に係る問題に対処できる。更に統合され

た国境管理は、安全なサプライチェーンを通じた貿易円滑化をもたらす。税関当

局支援のため、ＷＣＯは協調国境管理にかかる指針を策定した。 
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番号 
ＷＣＯ 

認識番号 
名 前 説  明 

輸出

入物

品申

告 

貨物

申告 

積付 

計画書 

コンテナー状

態メッセージ

１ａ Ｒ０３２ 輸出者、

コード 

輸出申告を行う又はその者の代

理で申告を行う、申告が受理され

る段階でその物品の所有者であ

り又はそれらに対して同様の処

分権を有している者の氏名、住所

を特定。 

    

１ｂ Ｒ０３１ 輸 出 者

名 

輸出申告を行う又はその者の代

理で申告を行う、申告が受理され

る段階でその物品の所有者であ

り又はそれらに対して同様の処

分権を有している者の氏名〔及び

住所〕。 

    

２ａ Ｒ０２１ 荷送人、

コード 

運送依頼者による運送契約に規

定されている、物品を送る者を特

定。 

    

２ｂ Ｒ０２０ 荷 送 人

名 

運送依頼者による運送契約に規

定されている、物品を送る者の氏

名〔及び住所〕。 

 

 

   

３ａ Ｒ０１２ 運 送 人

識別 

指定地点間の物品の運送を行う

者を特定 

    

３ｂ Ｒ０１１ 運 送 人

名 

指定地点間の物品運送を行う者

の名前〔及び住所〕 

    

４ａ Ｒ０３８ 輸入者、

コード 

輸入申告を行う者又は輸入申告

を行うその者の代理の通関業者

やその他の認定された者を特定。

これは物品の所有者又は物品が

送られる者を含む。 

    

４ｂ Ｒ０３７ 輸 入 者

名 

輸入申告を行う者又は輸入申告

を行うその者の代理の通関業者

やその他の認定された者の氏名

〔及び住所〕。これは物品の所有

者又は物品が送られる者を含む。

    

５ａ Ｒ０１５ 荷受人、

コード 

物品が送られる者の識別。     

５ｂ Ｒ０１４ 荷 受 人

名 

物品が送られる者の氏名〔及び住

所〕。 

    

６ａ Ｒ０４６ 通知先、

コード 

通知されるべき者の特定。  

 

   

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ 

Ｘ Ｘ Ｘ 

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
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６ｂ Ｒ０４５ 通 知 先

（ コ ー

ド が な

い場合） 

通知されるべき者の氏名〔及び住

所〕。 

    

７ Ｒ０２７ 配送先 物品が配送されるべき者の氏名

及び住所。国内法又は国内要求事

項によって求められる、住所、地

域及び／又は国名。 

    

８ ０６４ 経由国、

コード 

仕出国から最終目的地までの間

に、物品又は乗客が通過した国の

特定 

 

 

   

９ａ Ｒ００４ 代理人、

コード 

他者を代行する権限を有する者

の特定。 

 

 

   

９ｂ Ｒ００３ 代 理 人

名 

他者を代行する権限を有する者

の氏名〔及び住所〕。 

    

１０ａ １４５* 商 品 分

類 

基準設定機関による商品の非商

業的な分類。 

    

１０ｂ １３７ 品名 税関、植物衛生、統計、運送目的

のような国境を越えて調整する

ための特定に十分な、物品の性質

の平易な説明。 

    

１１ １４５* 商 品 分

類（危険

物 識 別

コード、

適 用 可

能 な 場

合） 

基準設定機関による商品の非商

業的な分類。 

 

 

 

 

   

１２ａ １４１ 貨 物 の

形状 

商品の包装の形状を特定するコ

ード。 

 

 

   

１２ｂ １４４ 梱 包 の

数 

包装を解かない限り分割するこ

とが出来ないように包装されて

いる商品の個数。 

 

 

   

１３ １３１ 総重量 包装を含み、申告のための運送人

の機器を除く物品の総重量。 

    

１４ａ １５９ 運 送 機

器 識 別

番号 

運送機器、例えばＵＬＤを特定す

るマーク（文字及び／又は数字）

  

 

  

１４ｂ １５２ 機 器 サ

イ ズ 及

び 型 識

別 

特性を特定するコード、すなわ

ち、運送機器のサイズや形状 

    

Ｘ

Ｘ

Ｘ 

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ 

Ｘ 

Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ

Ｘ 
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１５ １６５ シ ー ル

番号 

運送機器に取り付けられたシー

ルの識別番号。 

    

１６ １ ０ ９ /

１３５ 

全 仕 入

書額（含

通貨、コ

ード） 

一つの申告書で申告された全て

の仕入書の金額の総計。 

    

１７ ０１６ 単 一 貨

物 識 別

番号 

輸出入される物品に割当てられ

た単一番号 

  

 

  

１８ａ Ｒ０１０ 買手、コ

ード 

商品やサービスを売られる者の

特定。 

    

１８ｂ Ｒ００９ 買手名 商品やサービスを売られる者の

氏名〔及び住所〕。 

    

１９ａ Ｒ０５１ 売手、コ

ード 

商品やサービスを買手に売る者

の特定。 

    

１９ｂ Ｒ０５０ 売手名 商品やサービスを買手に売る者

の氏名〔及び住所〕。 

    

２０ａ Ｒ０４２ 製造者 物品を製造する者の氏名〔及び住

所〕。 

    

２０ｂ Ｒ０４３ 製造者、

コード 

物品を製造する者の特定。  

 

   

２１ａ Ｒ０２４ 積 荷 業

者 

実際に物品を輸送車両に積み込

む者の氏名〔及び住所〕。 

    

２１ｂ Ｒ０２５ 積 荷 業

者、コー

ド 

実際に物品を輸送車両に積み込

む者の特定。 

 

 

   

２２ａ Ｒ０１８ 混 載 業

者名 

 

個々の小さな委託貨物を、混載さ

れた委託貨物をそれぞれの貨物

に分けることで混載業者の活動

を反映する相手に送られる一つ

の大きな輸送貨物に積み込む貨

物運送フォワーダーの氏名〔及び

住所〕。 

 

 

 

 

   

２２ｂ Ｒ０１９ 混 載 業

者、コー

ド 

個々の小さな委託貨物を、混載さ

れた委託貨物をそれぞれの貨物

に分けることで混載業者の活動

を反映する相手に送られる一つ

の大きな輸送貨物に積み込む貨

物運送フォワーダーの特定。 

    

２３ ０６３ 原産国、

コード 

他の貿易関連規定、量的制限又は

関税の適用のために規定された

基準に従い、物品が製造又は生産

された国を特定。 

    

Ｘ

Ｘ

Ｘ 

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ Ｘ 
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２４ａ Ｌ０１０ 積出地、

コード 

物品が運送手段に積み込まれた

海港、空港、貨物ターミナル、鉄

道駅又はその他の場所を特定 

  

 X 

 

  X 

 

２４ｂ Ｌ００９ 積出地 物品が運送手段に積み込まれた

海港、空港、貨物ターミナル、鉄

道駅又はその他の場所の名前 

    

２５ａ １６０ 税 関 領

域 に 出

入 す る

際 の 運

送手段 

越境の際に使用された運送手段

を特定する名称 

    

２５ｂ Ｔ０１４ 税 関 領

域 に 出

入 す る

際 の 運

送 手 段

の国籍、

コード 

越境の際に使用された運送手段

の国籍コード 

    

２６ １４９ 運 送 参

照番号 

運送手段の航路を特定、例えば航

海番号、フライト番号、トリップ

番号 

  

  

  

２７ ０９８ 運 送 料

支 払 方

法、コー

ド 

運送費支払い手段を特定するコ

ード 

    

２８ Ｇ００５ 仕 出 地

税 関 官

署、コー

ド 

物品が出発又は出発する予定で

ある税関領域を管理する税関官

署を特定 

    

２９ ０８５ 第 一 到

着港、コ

ード 

最初の到着地を特定。海港、空港、

陸上国境ポスト 

    

３０ １７２ 税 関 領

域 第 一

到 着 港

到 着 予

定日時、

コード 

最初の到着空港、陸上国境ポスト

及び海港における運送手段の到

着の日時／予定日時のコード 

    

３１ １３８ 貨 物 簡

易説明 

一般名称のみによる、運送手段の

貨物の平易な説明 

    

 

 

Ｘ ＸＸ 

Ｘ Ｘ

Ｘ 

Ｘ 

Ｘ 

Ｘ Ｘ 

Ｘ 

Ｘ 

Ｘ 

Ｘ 

Ｘ Ｘ 
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３２ Ｒ０４４ コ ン テ

ナ ー オ

ペ レ ー

ター、コ

ード 

コンテナーなどの輸送機器を管

理、操作、又は所有する者を特定。

   

 

X 

 

３３ Ｌ０４１ 積 込 場

所、コー

ド 

輸送機関での機器の場所    

  X 

 

３４ ３３７ 商 品 分

類 の 種

類 

関税率表、輸出管理分類コード、

ＵＮＤＧコードリスト、国際動

物命名規約などの商品分類の説

明をするもの 

    

３５ａ Ｌ０１２ 荷卸地 物品が運送手段から荷卸しされ

た海港、空港、貨物ターミナル、

鉄道駅又はその他の場所の名前 

   

  X 

 

３５ｂ Ｌ０１３ 荷卸地、

コード 

物品が運送手段から荷卸しされ

た海港、空港、貨物ターミナル、

鉄道駅又はその他の場所を特定 

   

  X 

 

３６ ３５１ コ ン テ

ナ ー 状

態 コ ー

ド 

コンテナーの状態を示すコード     

３７ ３８０ 状 態 の

日時 

指定された状態が有効になる日

時 

    

３８ １５４ 運 送 機

器 へ の

積 込 状

態 

輸送機器への積載量を示すコー

ド 

    

３９ 多数 行 事 が

行 わ れ

る場所 

ＵＮＥＤＩＦＡＣＴコードリス

ト８２４９ 

    

    X 

 

注１：コードデータが利用できなければ、データのテキスト版を提供できる。 

 

注２：データ１４５（商品分類）はデータ３３７（関税率表、輸出管理分類コード、ＵＮＤＧコー

ドリスト、国際動物命名規約などの説明をするものである商品分類の種類）と共に提出されること

を要求されている。 

 

データ３３７ 

ＵＮＥＤＩＦＡＣＴコードで使用されている１０番のレポート：ＨＳ：ＷＣＯによって開発され維持

されているＨＳを背景として作られ、又はその一部である品目番号 

ＵＮＥＤＩＦＡＣＴコードで使用されている１１番のレポート：ＳＳＯ国連危険物リスト：危険物を

特定及び分類するために使用されている国連コード 

Ｘ 

Ｘ 

Ｘ 

Ｘ 
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注３：積付計画書及びコンテナー状態メッセージは任意である。積付計画書の電子的提出は利害

関係者との協議を通じて実用的で適切だと判断されたその他の認定されたフォーマット又は電子

メールによって送られた表計算を使用して作成される。コンテナー状態メッセージは運送人のオ

ペレーティングシステム及び運送人により使用されているフォームが利用できるときのみ提供さ

れうる。 

 

注４：積付計画書及びコンテナー状態メッセージのデータは海上貨物についてのみ。 
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コンテナー状態メッセージに要求されている事項 

 

ＵＮＥＤＩＦＡＣＴコードリスト８２４９  

コード 機器の状態 説明 

１ １８ 予約確認 運送機器の予約確認の通知 

２ １９ ターミナルゲートでの検査 運送機器がターミナルゲートで検査を受けた通知

３ａ ２０ 荷卸場所への到着 運送機器が荷卸場所へ到着した通知 

３ｂ ２１ 積込場所からの出発 運送機器が積込場所から出発した通知 

４ａ ２２ 積込 運送機器が積み込まれた通知 

４ｂ ２３ 荷卸 運送機器が荷卸された通知 

５ａ ２０ 荷卸場所への到着 運送機器が荷卸場所へ到着した通知 

５ｂ ２１ 積込場所からの出発 運送機器が積込場所から出発した通知 

６ ２４ ターミナル内の動き 運送機器がターミナル内にある通知 

７ａ ２５ 積込命令 運送機器が積み込まれるように命令された通知 

７ｂ ２６ 荷卸命令 運送機器が荷卸すように命令された通知 

８ａ ２７ 積込確認 運送機器の積込が確認された通知 

８ｂ ２８ 荷卸確認 運送機器の荷卸が確認された通知 

９ ２９ 重大な修理のため発送 運送機器が重大の修理のため発送された通知 

 


